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3.2 3 次元CG ソフトウェアを用いたカーブミラー設置
シミュレーション 



















































図 3 3次元CGシミュレーション結果 
      [事例 1]カーブミラー視認性実証実験の再現   
(JARI 模擬市街路施設) 
図 2 カーブミラー視認性評価実証実験の状況 


























左では水平角 43-46°，俯角 4-9°，中央で水平角 33-36°，

































図 4 カーブミラーの視認性評価実験：設置条件(位置・角度)の検討 
 (乗用車とトラック運転者視点の比較) 

























色計７種類の，①TV 局照明用 LED ランプ（DC12V 







の 2 モードで実験した結果，視認距離が 長だった光源
は回転灯（C1 黄色），反射鏡つき 3LED 直列型（D1 白・




3LED 直列型が 適であった． 
(2)ミラー位置決め用マーカーランプの輝度測定 
 神奈川大学体育館内で，(1)の実験で視認性の高かった
































4.2 3 次元CG ソフトウェアを用いたカーブミラー設置
シミュレーション 










































































図 5  [事例 1] カーブミラー鏡像の再現 
  左：実際，右：シミュレーション 
   車の位置，大きさが一致している． 
ミラー角度調整で
死角、道路を外す電柱死角
図 6 カーブミラー視認性の改善 
(横浜市鶴見区芦穂崎交差点， 2007-7 補修) 
 死角は残るが、道路を遮蔽していない 
















































































図 7 [事例 3] カーブミラー未設置交差点における 
ミラー設置シミュレーション 
横浜市港南区日野交差点の視環境： 
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左：コーナーAD    右：コーナーAC 












 (左：－42°/ 約60m、右：－43°/ 70m 以上)  
          設置最適解 
[俯角：7 (゚左右共通)、白黒マーク各 10m]
